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第４回 大学スポーツ協会設立準備委員会

平成30年12月26日（水）

15:00～17:00

資料１
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第４回設立準備委員会の進め方

時間 時間配分 区分 発表者 議題

15:00～ 5分 事務局 • 本日の準備委員会の進め方

15:05～ 5分 スポーツ庁 鈴木長官 • 挨拶

15:10～ 10分 報告 世話役 友添主査
（１） 共通論点に関する整理
✓ 対象となる運動部、加盟・非加盟による取扱い
✓ 用語の定義（学生、指導者）

15:20～ 15分 質疑応答

15:35～ 10分 決議 テーマ15 木藤主査
（２） 今後の法人設立の手続き、

UNIVASへの入会申込手続き等

15:45～ 10分 決議 世話役 戸田主査 （３） 人事構想委員会の設置について

15:55～ 15分 質疑応答・決議

16:10～ 10分 報告 事務局
（４） 発足当初からUNIVASが提供に取り組む事業概要

（予定）及び加盟大学・加盟競技団体が2019年度よ
り実施する事項

16:20～ 15分 報告 テーマ10

テーマ14

境田主査
池田（敦）主査

（５） 個別テーマからの報告
✓ 個別データの管理・活用
✓ パートナー・スポンサープログラムの策定

16:35～ 15分 質疑応答

16:50～ 5分 報告 （６） UNIVASの主要役員人事について

16:55～
17:00

5分 事務局 • 今後のスケジュール
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議事（１）
共通論点に関する整理
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UNIVASが提供に取り組む事業や依頼事項等の対象範囲は以下のとおりとする

共通論点① 対象となる運動部、加盟・非加盟による取扱い

• 大学・競技団体を対象とする事業(*3)および依頼事項等

⇒加盟大学・加盟中央競技団体（傘下の地区競技団体を含む）を対象とする(*2)

• （大学内の）運動部・学生・指導者等を対象とする事業(*4)および依頼事項等

⇒加盟大学の運動部および運動部に所属する学生・指導者等を対象とする(*2)

加盟・非加盟による
取扱い

加盟大学内における
対象運動部

• UNIVASが提供に取り組む事業および依頼事項等

⇒原則、「大学の規則に則った所定の手続きにより大学等の認めた学内学生団体の管理下
にある部活動等のうち、大学を代表し、学生競技団体又は学生競技を直接に統轄する中央競
技団体が主催する大会に出場する運動部等(*1)のすべて」を対象とする(*2)

大学 競技団体

加盟
中央競技団体

非加盟
中央競技団体

地区競技団体

非加盟大学

運動部C

（加盟競技）
運動部D

（非加盟競技）

学生 指導者 学生 指導者

加盟大学

運動部A

（加盟競技）
運動部B

（非加盟競技）

学生 指導者 学生 指導者 ：UNIVASが提供に取り組む
事業および依頼事項等の対象

大学の規則に則った所定の手続きにより大学等の認めた学内学生団体の管理下にある運動部等のうち、大学を代
表し、学生競技団体又は学生競技を直接に統轄する中央競技団体が主催する大会に出場する運動部等のすべて

地区競技団体

(*1) 要件を満たしていれば、同好会やサークルも含むものとする。（例えば、トライアスロンなどを想定）
(*2) 事業、依頼事項等ごとに対象者に関して個別の定めを設ける場合には、当該個別の定めに従うこととする。
(*3) 例えば、ポイント制を用いた競技横断的大学対抗戦等、(*4) 例えば、表彰制度等

＜概要図＞
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「運動部学生」

UNIVASが事業の対象とする学生の範囲は、「運動部に所属する学生」とする

共通論点② 用語の定義

学生
トレーナー

選手

学生
コーチ

マネージャー
等スタッフ

運動部A

学生
トレーナー

選手

学生
コーチ

マネージャー
等スタッフ

運動部B

学生
トレーナー

選手

学生
コーチ

マネージャー
等スタッフ

運動部C

学生
トレーナー

選手

学生
コーチ

マネージャー
等スタッフ

同好会・
サークルD

学生
トレーナー

選手

学生
コーチ

マネージャー
等スタッフ

同好会・
サークルE

運動部 同好会・サークル

●●大学

運動部学生

（※）同好会・サークルとし
ての位置づけであっても、
「大学の規則に則った所
定の手続きにより大学等
の認めた学内学生団体
の管理下にあり、かつ、
大学を代表し、学生競技
団体又は学生競技を直接
に統轄する中央競技団体
が主催する大会」に選手
を派遣している同好会や
サークルの選手等につい
ては、「運動部学生」とみ
なす。（例：トライアスロン）

（※）
例）
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UNIVASにおける「指導者」の範囲は、「運動部における学生のスポーツ活動を直接指導する者であり、
指揮命令系統において選手よりも上位にある者」とする

部長 監督 コーチ サポートスタッフ 事務スタッフ
名誉部長 名誉監督 ヘッドコーチ テクニカルアドバイザー GM
部長 総監督 テクニカルコーチ スーパーバイザー GM補佐
副部長 監督 総合コーチ アドバイザー リクルート統括
顧問 助監督 ｽﾄﾚﾝｸﾞｽ&ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞコーチ チームドクター ディレクター
会長 副監督 トレーナー サブディレクター

師範・師範代 学生コーチ
など など など など など

「指導者」

共通論点② 用語の定義

指導者もしくは現場指導者

代表者もしくは管理者（責任者）

指揮命令系統に
おいて、学生選手
と同格以下の者

指揮命令系統にお
いて、学生選手よ
りも上位にある者

運動部の責任者又は
運動部へ意見を述べ
る立場にある者

学生のスポーツ
活動を指揮する
立場にある者

（形式的な）呼称の如何によらず、実質的な立場により判断することとする
競技団体において「指導者」に関する定めがある場合には、その定義に従う

指揮命令系統外
の協力者

アドバイザー（NOT 指導者）

テーマ２：UNIVASの理念
やルールを順守するため
の情報伝達会議の参加者

テーマ８：様々な大学の課
題や取り組みを共有し合う
研修会の参加者

テーマ２、４：指導者倫理（コーチング哲学）と学業・アス
リート教育の重要性に関する研修の参加者

テーマ１２：「指導者の人事」、「指導者の資質・能力・意識
向上」

テーマ９：顕彰制度に表彰対象（大学コーチズアワード等）

テーマ２：UNIVASの理念
やルールを順守するため
の情報伝達会議の参加者

呼
称
（
例
）

関
連
す
る
テ
ー
マ
・
項
目 テーマ６：「指導者の責任と安全配慮義務」
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議事（２）
今後の法人設立の手続き、
ＵＮＩＶＡＳへの入会申込手続き等

資料２、３ご参照



資料４ご参照
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議事（３）
人事構想委員会の設置について



資料５ご参照
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議事（４）
発足当初からUNIVASが提供に取り組む事業概要（予定）
及び

加盟大学・加盟競技団体が2019年度より実施する事項
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議事（５）個別テーマからの報告
テーマ10（個別データの管理・活用）
東京大学 理事
境田 正樹 氏



11

本データベースの目的

死亡・重篤事故ゼロ

学生の成長支援

データを用いたビジネスの創出
- 企業とのOpen innovation -
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“UNIVAS 傷害＆コンディショニングデータベース ” 構想(案)

<Conditioning>
コンディション

データ

UNIVAS
統合データベース

競技パフォーマンス
データ 等

傷害・
コンディショニング

データベース

<Injury>
傷害・障害

レコードデータ

<Physical>
体位・体組成データ

<Nutrition>
栄養関連データ

データ
取り込み

データを集計・解析し、各種レポートを対外的・加
盟大学AD向けに発表

[例]
• コンディションデータと障害発生率の関係
• 競技種目別・時期別・ポジション別の障害発生
率

• 競技種目別・学年別・競技レベル別の平均体位
の向上

• 栄養摂取と体位向上
等々

匿名化したデータをオープンデータ化し、企業や研
究者が活用

データ集計・解析

オープンデータ活用

データ データベース 利活用
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<Conditioning>
コンディション

データ

<Injury>
傷害・障害

レコードデータ

<Physical>
体位・体組成データ

<Nutrition>
栄養関連データ

データ種別 考え方 データ項目(例)

• 身長
• 体重
• 体脂肪率
• 除脂肪体重
• 胸囲

• 体調
• 疲労感
• ケガ・傷害の痛み
• 練習達成度
• 練習意欲
• 主観的運動強度
• 食欲
• 筋肉痛

• 月経
• 睡眠の質
• 睡眠時間
• 体温
• 起床時安静時脈拍
• 尿比重
• 血中酸素飽和度
• 血中ヘモグロビン

• 日々のコンディションデータをス
マートフォンあるいはタブレット
から入力

• データ項目はUNIVASが指定
• コンディションに応じて各部のス

タッフにアラートを自動発信

• 米国NCAAの「Injury 
Surveillance Program」と同様、
傷害・障害記録を集計

• 障害発生率(1000プレー人時当た
りの障害件数)を自動計算

• SKIN FOLD SUM
• FMSスコア
• 体力測定データ

• IOCの傷害・障害集計分類にあわせて集計
(部位、種類、対応、全治期間、等)

• 食事に関わる各種データを収集
• ONE TAP SPORTSのプラット

フォーム上でUNIVASが仲介する
栄養士等による指導も行う事が可
能

• 選手の体位・体組成データならび
に柔軟性・身体バランス等に関す
る測定データを定期的に収集

• 食事画像データ
• 摂取カロリー
• サーブ数 / ポーション数

“UNIVAS 傷害＆コンディショニングデータベース ” 構想(案)
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傷害・障害

ケア・リハビリ

トレーニング

コンディション

試合・ゲーム

パフォーマンスを発揮する
(Peak performance)

怪我予防
(Injury prevention)

早く戻す
(Quick return to play)

通常時のサイクル

非常時のサイクル

“UNIVAS 傷害＆コンディショニングデータベース ” の目的
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取得するデータ(案)

<Conditioning>
コンディション

データ

<Injury>
傷害・障害

レコードデータ

<Physical>
体位・体組成データ

<Nutrition>
栄養関連データ

データ種別 考え方 データ項目(例)

• 身長
• 体重
• 体脂肪率
• 除脂肪体重
• 胸囲

• 体調
• 疲労感
• ケガ・傷害の痛み
• 練習達成度
• 練習意欲
• 主観的運動強度
• 食欲
• 筋肉痛

• 月経
• 睡眠の質
• 睡眠時間
• 体温
• 起床時安静時脈拍
• 尿比重
• 血中酸素飽和度
• 血中ヘモグロビン

• 日々のコンディションデータをス
マートフォンあるいはタブレット
から入力

• データ項目はUNIVASが指定
• コンディションに応じて各部のス

タッフにアラートを自動発信

• 米国NCAAの「Injury 
Surveillance Program」と同様、
傷害・障害記録を集計

• 障害発生率(1000プレー人時当た
りの障害件数)を自動経産

• SKIN FOLD SUM
• FMSスコア
• 体力測定データ

• IOCの傷害・障害集計分類にあわせて集計
(部位、種類、対応、全治期間、等)

• 食事に関わる各種データを収集
• UNIVASが仲介する栄養士等によ

る指導も行う事が可能

• 選手の体位・体組成データならび
に柔軟性・身体バランス等に関す
る測定データを定期的に収集

• 食事画像データ
• 摂取カロリー
• サーブ数 / ポーション数
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体調

身体的疲労度

体の部位別の痛み

内科的症状

主観的運動強度(RPE)

睡眠の質 体重

睡眠時間精神的疲労度

基礎体温

練習意欲

体脂肪率

起床時脈拍

SpO2 (血中酸素飽和度)

など

主観的指標 客観的指標

栄養/水分摂取状態

怪我の状態

トレーニング負荷

コンディション取得項目<例>

食欲
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体調

身体的疲労度

体の部位別の痛み

内科的症状

主観的運動強度(RPE)

睡眠の質 体重

睡眠時間精神的疲労度

基礎体温

練習意欲

体脂肪率

起床時脈拍

SpO2 (血中酸素飽和度)

など

主観的指標 客観的指標

栄養/水分摂取状態

怪我の状態

食欲

トレーニング負荷

コンディション取得項目<例>
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議事（５）個別テーマからの報告
テーマ14（パートナー・スポンサー

プログラムの策定）
仙台大学体育学部教授
池田 敦司 氏



At-Ikeda

パートナー・スポンサー候補企業との商談進捗状況（12/26現在）

業種 11/7
企業説明会参加

12/26
商談中の企業

有力見込み企業

保険 7 5 1

旅行・鉄道・航空 8 5 2

スポーツ用品 5 1

美容健康製薬 9 3 1

電気・機器 9 4 1

教育・人材 5 5 2

IT 8 3

建設・建築 5 2 1

通信 3 1 1

その他業種 6 4 2

広告代理店 4 2

総研・コンサル 4 2

芸能・制作 3 1

出版 3 0

マスコミ 10 4

大学・連盟 5 0

■合計 93 42 11
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議事（６）
ＵＮＩＶＡＳの主要役員人事について


